
堀
河
百
首
題

「海
路
」
を

め
ぐ

っ
て

内

藤

愛

子

堀
河
百
首
題
の
雑
は
二
十
歌
題
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
「山
」
「河
」
「関
」
「橋
」

「海
路
」
の
六
歌
題
は
、
既
に
私
が
指
摘
し
た
よ
う
に
歌
枕
、
地
名
、
名
所
が
歌

題
設
定
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
し
め
て

い
る
歌
題

で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
意
識
的

　
　
　

に
配
列
さ
れ
た
歌
題
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
六
歌
題
の
う
ち
、
今
回
は

「海
路
」

の
歌
題
を
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
に
詠
ま
れ

て
い
る
歌
枕
、
地
名
、
名
所
の
特
性
を

抽
出
し
、
そ
の
歌
題
の
特
徴
を
考
え
て

み
た

い
。

「海
路
」
は
、
堀
河
百
首
題
と
共
通
す

る
歌
題
が
多
数
見

い
出
さ
れ
る

『和
漢
朗

詠
集
』
に
は
見
ら
れ
な

い
歌
題
で
あ
る
。
し
か
も
、

『堀
河
百
首
』
成
立
以
前

の
勅

撰
集
や
歌
合
、
百
首
歌
等

の
主
題
、
歌
題
と
し
て
見
当
ら
な
い
。
『古
今
和
歌
六
帖
』

の
第
三
帖
に
は
、
「海
」
や

「舟
」
と
い
う
分
類
が
成
さ
れ
て
い
る
が
、
「海
路
」

と
い
う
分
類
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

『堀
河
百
首
』
と
共
通

の
作
者
が
含
ま
れ
る

『永
久
百
首
』
の
雑
の
歌
題

に
は
、
「水
海
」
「泉
郎
」
「船
」
と
い
う
歌
題
が
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
「海
路
」
と
い
う
歌
題
は
、
『平
安
和
歌
歌
題
索
引
』
に
拠
る
と
、
『堀
河

百
首
』
以
後

の
勅
撰
集
に
歌
題
と
し
て
は
見
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
私
家
集
お
い
て
、

『堀
河
百
首
』
詠
出
歌
人
以
外
の
私
家
集

で
は
、
『行
宗
集
』
『六
条
院
宣
旨
集
』

『太
宰
大
弐
重
家
集
』
『前
参
議
教
長
卿
集
』
『長
方
集
』
『五
社
百
首
』
『秋
篠
月

清
集
』
『拾
玉
集
』
に
歌
題
と
し
て
見
出

さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は

「海
路
」
と
い
う
独

立
し
た
歌
題
と
し
て
で
は
な
く
、
堀
河
百
首
題
の
歌
題
と
し
て
み
え
、
百
首
歌
の

よ
う
な
定
数
歌
の
歌
題
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
少
な
か
ら
ず
、
堀
河
百
首

題
の
影
響

に
拠
る
も

の
と
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

単
題
が
多
数
を
占
め
て
い
る
堀
河
百
首
題

の
雑
の
歌
題
に
お
い
て
、
「海
路
」
と

い
う
歌
題
は
、
「海
」
と
い
う
単
題
で
は
な
く
、
「海
路
」
と
し
た
と
こ
ろ
に
新
奇

な
も
の
を
求
め
た
歌
題
設
定
で
あ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
の

「海
路
」
と
い
う
歌
題
を
出
詠
歌
人
達
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
詠
ん
だ
か

を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
「海
路
」
の
十
六
首
の
詠
歌
を
具
体
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
前
述

の
と

お
り
、
歌
枕
、
地
名
、
名
所
が
詠
ま
れ
、
そ
れ
と
共
に
船
種
が
詠
み
込
ま
れ
て
い

る
歌
が
多
数
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
航
海

の
有
様
や
海
上
を
航

行
す
る
船

の
様
子
に
景
趣
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
、
出
航
の
様
子
や
船
旅
に
出

て
の

都

へ
の
思

い
等
を
詠
じ
て
い
る
。

旦
ハ体
的

に
船
種
を
詠
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
.棚
無
し
小
舟
L

(4441
)
「大
御
舟
」

ら

に　

　

む

りム

ヨ

(
44

・
44
)

「
柴

舟

」

(
44

・
45
)

「
筑

柴

舟

」

(
45
)

「
高

砂

の
舟

」

(
45
)

「蜑

の
小

ユ

ユ

舟

」

(
6541
)

で
あ

る

。

そ

の

う

ち

、

「
大

御

舟

」

「
柴

舟

」

「
高

砂

の
舟

」

は

、

勅

撰

集

に
詠

ま

れ

て

お
ら

ず

、

「
柴

舟

」

「高

砂

の
舟

」

以

外

は

『
万

葉

集

』

に

見

ら

れ

、

『
万

葉

集

』

を

意

識

し

た

歌

語

で
あ

る

と

言

え

る

。

次

に

、

「
海

路

」

に

詠

ま

れ

て

い

る

歌

枕

、
名

所

、

地

名

を

中

心

に

み

て

み

る

と

、

歌

枕

、
名

所

、

地

名

は

十

六

首

の

う

ち

十

首

み

え

、

そ

れ

は

次

の

よ

う

で
あ

る

。

そ

れ

ら

は

「
武

庫

の
浦

」

「
淡

路

の
瀬

戸

」

「
伊

良

湖

岬

」

「
絵

島

ヶ
磯

」

「
猪

名

野

」

「
奈

呉

の
浦

」

「
も

と

め

塚

」

「
由

良

の

門

」

「
大

島

」

「
天

の
橋

立

」

で

あ

(11)
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り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
「大
島
」以
外

の
歌
枕
、
地
名
、
名
所
は
、
散
見
す
る
と
こ

ろ
に
拠
る
と
、
『堀
河
百
首
』
成
立
以
前

の
勅
撰
集

に
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ら
歌
枕
、
地
名
、
名
所
の
各
々
を
具
体
的
に
検
討
し
て
み
る
と
次
の

よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
『万
葉
集
』
に
典
拠
を
求
め
ら
れ
る
歌
枕
、
地
名
、
名

所
と
し
て

「武
庫

の
浦
」
「奈
呉
の
浦
」
「
も
と
め
塚
」
が
上
げ
ら
れ
る
。

　

「武
庫
の
浦
」
は
、
摂
津

の
国
武
庫
郡

に
面
す
る
海
で
、
『万
葉
集
』
(謝
.
謝
.

㎝
)
に
見
え
、
散
見
す
る
と
こ
ろ
に
拠

る
と
、
勅
撰
集
、
私
家
集
に
詠
ま
れ
た
例

ヨは
見
当
ら
ず
、
『万
葉
集
』
を
典
拠
と
し
た
も

の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
「武
庫

の

　

浦
」
を
詠
じ
た
の
は
次
の
藤
原
公
実
の
歌

(44
)
の
み
で
あ
る
。

ユ

姐
か
さ
は
や
の
沖
津
塩
さ
ひ
高
く
と
も
い
た
て
に
は
し
れ
む
こ
の
浦
ま
て

ユ初
句
の

「
か
ざ
は
や
」
は
、
歌
枕
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
風
早
が
ど
こ
で
あ
る
か

は
諸
説
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
歌
枕
、
地
名
と
風
が
激
し
く
吹
く
こ
と
を
懸
け
て
、

　

心
急
ぐ
船
旅

の
風
情
を
詠
じ
て
い
る
。

「風
早
」
は
、
『万
葉
集
』
(蠏

・
鵬
)
に
、

「風
早
の
美
穂
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も

『万
葉
集
』
に
典
拠
し
た
歌
枕
、
地
名
、

名
所
で
あ
る
。
「風
早
」
に
関
し
て
は
、
田
尻
嘉
信
氏
が
諸
説
を
挙
げ
て
詳
記
し
て

　　

　

い
る
の
で
ご
参
照
を
願
い
た

い
。

「奈
呉
の
浦
」
は
、
『八
雲
御
抄
』
に

「越
中
、
摂
津
に
も
丹
後
に
も
あ
り
」
と

ワご

　

あ
る
。
『万
葉
集
』
に
お
い
て
、
「奈
呉

の
浦
」

の
詠
歌
の
う
ち
、
獅

.
鰡
の
二
首

ヨ

は
、
越
中

の
歌
で
あ
り
、
15
は
摂
津
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
『堀
河
百
首
』成
立
以

ユ

前
の
勅
撰
集
に
お
い
て

「奈
呉
の
浦
」
の
歌
枕
、
地
名
、
名
所
は
見
当
ら
ず
、
『伊

勢
集
』

(紹3
)
(『私
家
集
大
成
中
古
1
』
51
)
に

一
首
見
え
、
同
歌
は

『古
今
和
歌

六
帖
』
跚
、
第
三
帖

の

「う
ら
」
に
入
集
さ
れ
て
い
る
。

ユ

躙
き
て
み
れ
は
な
こ
の
浦
ま
て
よ
る
か
ひ
の
ひ
ろ
ひ
も
あ

へ
す
君
そ
恋

し
き

こ
の
詠
歌
は
、
『万
葉
集
』
懈
の
二
、
三
句
目
の
表
現
を
用

い
た
り
、
「貝
」
の
縁

る

語

「拾
ふ
」
を
用
い
、
技
巧
的

に
仕
上
げ
て
い
る
。

　05
波
立
て
ぼ
奈
呉
の
浦
廻
に
寄
る
貝

の
問
な
き
恋

に
ぞ
年
は
経

に
け
る

4

ま
た
、
『散
木
奇
歌
集
』
(『私
家
集
大
成
中
古

H
』
62
)
に
は
、
「奈
呉

の
浦
」

を
歌
題
と
し
て

い
る
歌
が

一
首

(903
)
見
出

せ
る
。
こ
の
歌

の

「奈
呉

の
浦
」

ユ

は
、
越
中
、
摂
津
の
い
ず
れ
か
は
明
確
に
判
断
し
に
く

い
。

な
こ
の
う
ら
と
い

へ
る
事
を
よ
め
る

㎜
な
こ
の
浦
の
音
さ

へ
け
さ
は
激
し
き
に
い
か
に
鳴
門
の
を
き
さ
は
く
ら
ん

　

『堀
河
百
首
』
に
お
い
て
、
「奈
呉
の
浦
」
は
藤
原
仲
実

の
歌

(441
)
に

姐
こ
し
の
海
あ
ゆ
の
風
吹
な
こ
の
う
ら
に
舟

は
と
〉
め
よ
な
み
枕
せ
ん

　

ユ

と
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
『万
葉
集
』
の
大
伴
家
持
の
歌

(
姻
)
に
発
想
を
求
め
て
い

る
。
こ
の

「奈
呉
の
浦
」
は
、
"越

の
海
"
"あ
ゆ
の
風
"
か
ら
越
中
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

側
あ
ゆ
の
風
い
た
く
吹
く
ら
し
奈
呉
の
海
人
の
釣
す
る
小
舟
漕
ぎ
隠
る
見
ゆ

　こ
の
よ
う
に
、
「奈
呉
の
浦
」
は
、
『万
葉
集
』
に
出
典
を
求
め
た
歌
枕
、
地
名
、

名
所
で
あ
り
、
『堀
河
百
首
』
詠
出
歌
人
達

に
は
、
少
な
か
ら
ず
関
心
の
も
た
れ
た

歌
枕
、
地
名
、
名
所
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

にリ

ヨ

次
に
、
「も
と
め
塚
」
は
、
や
は
り

『万
葉
集
』

(捌

.
㎜

.
捌
)
に
見
出
せ
る

が
散
見
す
る
と
こ
ろ
に
拠
る
と
、

『万
葉
集
』
以
外
に
は
証
例
が
見
当
ら
な

い
。
ま

た
、
「も
と
め
塚
」
は
、
菟
原
処
女
の
塚
で
あ
り
、
『大
和
物
語
』
川
段
に
も
、
菟

原
処
女

の
伝
説
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
典
拠
と
し
た
歌
枕
、
地
名
、
名
所
と
捉

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

『堀
河
百
首
』
に
お
い
て
、
「も
と
め
塚
」
を
詠
じ
た
の
は
、
源
俊
頼

の
歌

(
幽
)

の
み
で
あ
る
。

螂
も
と
め
塚
お
ま

へ
に
か
〉
る
柴
舟
の
き
た
け
に
な
り
ぬ
よ
る
方
を
な
み

ユ
こ
の
歌
は
、
『袖
中
抄
』
第
十
三
に
難
解
な
歌
語

の
典
拠
歌
と
し
て

「も
と
め
塚
」

が
掲
出
さ
れ
、
「今
案
云
、
女
墓
を
ば
万
葉
に
は
を
と
め
つ
か
、
を
と
こ
の
つ
か
を

ば
男
つ
か
也
。
大
和
物
語

に
は
女
の
つ
か
を
ぼ
を
を
と
め
つ
か
と
読
り
。
俊
頼
歌

は
物
語
に
よ
れ
り
。
を
と
め

(を
)
も
と
め
と
書
歟
。
を
と
め
と
同
響
也
。
」
と
あ

る
。
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堀河百首題 「海路」をめ ぐって

「海
路
」
の
俊
頼
の
詠
歌
は
、
「も
と
め
塚
」
や

「柴
舟
」
と
い
う
俊
頼
独
自
の

新
奇
な
歌
語

の
工
夫

に
拠

っ
て
舟

の
難
航

し
て
い
る
有
様
を
描
い
て
い
る
。
そ
れ

は
、
典
拠
を
ふ
ま
え
た
新
し

い
趣
向

の
歌

で
あ
る
。

「も
と
め
塚
」
を
詠
じ
た
の
は
、
源
俊
頼

の
歌
の
み
に
見
え
、
し
か
も
、
『散
木

　

奇
歌
集
』

(
38
)
雑
部
上
に

「も
と
め
塚
」
と
い
う
歌
題
が
見
出
せ
る
。

1

　38
た
ら
ち
ね
も
求
め
さ
り
せ
は
を
と
め
こ
と
跡
に
も
影
を
な
ら

へ
ま
し
や
は

ーこ
の
よ
う
に
、
「も
と
め
塚
」
は
、
『万
葉
集
』
や

『大
和
物
語
』
等

の
菟
原
処

女
伝
説
を
発
想
の
典
拠
と
し
、
源
俊
頼
が
注
目
し
、
独
自

に
詠
ま
れ
た
新
奇
な
歌

枕
、
地
名
、
名
所
の

一
つ
と
言
え
、
新
た
な
歌
枕
、
地
名
、
名
所
に
拠
る
詠
歌
世

界
の
拡
大
を
意
図
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「天
の
橋
立
」
は
、
『堀
河
百
首
』
成
立

以
前

の
勅
撰
集

に
お
い
て
散
見
さ
れ
な

い
が
、
私
家
集
で
は
歌
枕
、
地
名
、
名
所

と
し
て
見
え
、
名
所
題
の

一
つ
と
し
て

見
出
せ
る
。
ま
た
、
歌
合
に
お
い
て
は

「海
人
橋
立
」
と
い
う
歌
題
で
、
康
平
六

年
十
月
三
日
丹
後
守
公
基
歌
合

(『平
安
朝
歌
含
大
成
』
烱
)
に
あ
る
。

『順
集
』
跚

(『私
家
集
大
成
中
古

1
』

95
)
の
詞
書
に

「永
観
元
年
、

一
条
の

藤
大
納
言

の
い
ゑ
、
寝
殿
の
障
子
に
国
々
の
名
あ
る
と
こ
ろ
を
ゑ
に
か
け
る
に
、

つ
く
る
う
た
」
と
あ
り
、
「
天
の
橋
立
」
は
障
子
の
名
所
絵

の

一
つ
で
あ
り
、
障
子

歌
の
名
所
題
と
さ
れ
て
い
た
。

跚
み
つ
塩
も
の
ほ
り
か
ね
て
そ
か
へ
る
ら
し
名
に
さ

へ
高
き
あ
ま
の
は
し
立

ま
た
、

『能
宣
集
』
鵬

(『私
家
集
大
成
中
古

1
』
田
)
の
詞
書
は
、
『順
集
』
跚
と

同
様
で
障
子
歌
の
名
所
題
の
詠
歌
が
見
ら
れ
る
。

鵬
よ
さ
の
う
み
の
あ
ま
の
は
し
た
て
見

わ
た
せ
は
か
た

〉
ン
な
み
を
わ
く
る
し

め
か
も

ま
た
、

『和
泉
式
部
集
』
蜥

(『私
家
集
大
成
中
古
11
』
1
)
の
詞
書
に

「丹
後
に

く
た
る
に
、
宮
よ
り
き
ぬ
あ
ふ
き
給
は
せ
た
る
に
、
あ
ま
の
は
し
た
て
か
〉
せ
給

て
」
と
あ
る
。

妍
秋
き
り
の
隔
る
あ
ま
の
は
し
た
て
を

い
か
な
る
ひ
ま
に
人
わ
た
る
ら
ん

こ
の
よ
う
に
、
「天
の
橋
立
」
は
、
画
題
や
扇

の
名
所
絵
と
し
て
、
か
な
り
普
及
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『堀
河
百
首
』
に
お
い
て
、
「天
の
橋
立
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
歌
は
二
首
挙
げ
ら

　

れ
、
「霞
」

(40
)
と

「海
路
」

(
44
)
に
見
え
る
。

1

40
波
た
て
る
松

の
し
づ
え
を
く
も
て
に
て
か
す
み
わ
た
れ
る
天
の
橋
立

　44
舟
と
め
て
み
れ
と
も
あ
か
す
松
風
に
波
よ
せ
か
く
る
天
の
は
し
た
て

ーい
ず
れ
も
、
松
と
共
に
詠
ま
れ
、
「天
の
橋
立
」
は
白
砂
青
松

の
美
景
で
あ
る
と

い
う
景
趣
を
盛
り
こ
ん
だ
詠
作
で
あ
る
。
殊

に
、
松
と
共
に
詠
み
込
ま
れ
た
例
が

多
く
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「天
の
橋
立
」
が
歌
枕
、
地
名
、
名
所
と
し
て
定
着
す

る
に
際
し
て
、
少
な
か
ら
ず
障
子
や
扇
等
に
描
か
れ
た
名
所
絵

と
の
影
響
関
係
を

無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
よ
う
に
思
え
る
。

　

紀
伊

の
歌

(
45
)
は
、
船
上
か
ら
見
た
絶
景
な
る
天
の
橋
立
の
叙
景
歌
の
趣
が

ー

あ
る
。
ま
た
、
天

の
橋
立
は
、
『万
葉
集
』
に
見
ら
れ
ず
、
比
較
的
新
し

い
歌
枕
、
地

名
、
名
所
で
あ
る
が
、
障
子
歌
や
名
所
題
な
ど
に
見
え
、
か
な
り
詠
ま
れ
て
い
た

歌
枕
、
地
名
、
名
所
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
淡

路

」
に
関

連

し

た
歌

枕

、

地

名

、
名

所

は
、

『
万

葉

集

』
に

お

い

て
、

「
淡

路

　

　

　

な　

　

　

島

」

(
跚

・
嬲

・
18

・
21

・
74

・
91
)
、

「
淡

路

の
島

」

(
嬲

・
胴

・
16

・
64
)

が

あ

ヨ

ヨ

ヨ

ユ

ヨ

ー

り

、

多

数

詠

ま

れ

て

い

る
。

勅

撰

集

に

お

い

て

は
、

『
拾

遺

集

』

に

一
首

(
鰯

)
に

ユ

「
淡

路

島

」
が

詠

み

込

ま

れ

、

同

歌

は

『
万

葉

集

』

(
21
)
に
見

ら

れ

、

し

か

も

『古

3

今

和

歌

六

帖

』

(
859
)

に
も

引

用

さ

れ

て

い

る
。

1

螂

す

み
よ

し

の

岸

に

む

か

へ
る

淡

路

島

あ

は

れ

と
君

を

い

は

ぬ

ひ

そ

な

き

こ

の

「
淡

路

島

」

は

、

ア

ハ
の
同

音

繰

り

返

し

の
序

と

し

て
用

い
ら

れ

て

い
る

。

私

家

集

で

は

、

散

見

す

る

と

こ

ろ

に
拠

る

と

、

「
淡

路

島

」
は

『
為

仲

集

』
34

(
『私

家

集

大

成

中

古

H

』

40
)

に

「
淡

路

に

て

、

は

る

ひ

の

て

る

に
、

人

の
な

げ

き

て

(13)
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い
の
り
す
る
に
、
神

に
さ
う
し
を

つ
づ

り
た
て
ま

つ
る
に
か
き
し
三
首
L
と

い
う

詞
書
が
あ
る
中
の

一
首
に
、

34
淡
路
島
あ
は
れ
と
み
て
や
そ
の
神

の
天
く
た
り
ま
し
跡
も
た
れ
け
ん

と
あ
り
、
や
は
り

「淡
路
島
」
は
同
音

の
振
り
返
し
の
序
と
し
た
詠
法
で
あ
る
。

ま
た
、
『躬
恒
集
』
跏

(『私
家
集
大
成
中

古
1
』
29
)
に
、
「淡
路
」
に
同
様
な
修

辞
を
用
い
た
歌
が
あ
る
。

躅
淡
路
に
て
あ
は
と
雲
居

に
見
し
月

の
ち
か
き
こ
よ
ひ
の
と
こ
ろ
か
ら
か
も

こ
の
よ
う
に
、
「淡
路
島
」
は
、

『万
葉
集
』
に
多
数
詠
ま
れ
、
修
辞
的
な
詠
法

が
み
ら
れ
る
。

『堀
河
百
首
』
に
お
い
て
、
「淡
路
」
に
関
し
た
歌
枕
、
地
名
、
名
所
は
、
「淡
路

島
」
(
444
)
と

「淡
路
の
瀬
戸
」
(
鰮
)
が
上
げ
ら
れ
る
。
「淡
路
の
瀬
戸
」
は
、
『万

　

　　

葉
集
』
に
例
は
な
く
、
新
た
な
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
「淡
路
島
」
が
詠
ま
れ
た
の

は
、
源
師
頼

の
歌

(
4441
)
で
あ
る
。

照
淡
路
島
絵
島
か
磯

に
あ
さ
り
す
る
た
な

〉
し
小
舟
い
く
よ

へ
ぬ
ら
ん

こ
の
歌
の

「絵
島
か
磯
」
は
、
淡
路

島
北
東
部

に
あ
る
景
勝
地
で
歌
枕
、
地
名
、

名
所
で
あ
る
。
「絵
島

か
磯
」
は
、
成
立
以
前

の
勅
撰
集
に
例
の
な

い
歌
枕
、
地

名
、
名
所
で
あ
る
。
棚
な
し
小
舟

は
、
古
く
、
『万
葉
集
』
に
見
え
る
歌
語
で
あ

り
、
絵
島
か
磯
で
漁
を
し
て
い
る
棚

の
な

い
小
舟

の
様
子
を
描

い
て
い
る
。

ま
た
、
「絵
島
か
磯
」
は
、
『為
仲
集
』
37
に
あ
り
、
前
掲

の
歌
三
首

の
後
に
配

列
さ
れ
て
い
る
。

37
い
か
な
れ
は
絵
島

か
磯
を
か
き
た
え
て
い
ま

〉
て
人

の
お
と
せ
さ
る
ら
ん

ま
た
、
『散
木
奇
歌
集
』
脳
の
詞
書
の

一
部
分
に

「く
た
り
さ
ま
に
、
あ
は
ち
の
ゑ

し
ま
を
、
面
白
と
聞
き
お
き
た
る
所
也
」
と
あ
り
、
「絵
島
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

『堀
河
百
首
』
詠
出
当
時
に
お
い
て
、

「絵
島
」
は
、
注
目
さ
れ
た
歌
枕
、
地
名
、

名
所
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

囮
思
ひ
き
や
ゑ
し
ま
み
し
よ
の
あ
け
ぼ
の
に
け
ふ
の
あ
か
し
の
袖

の
け
し
き
を

こ
の
よ
う
に
、
「絵
島
」
に
関
連
し
た
歌
枕
、
地
名
、
名
所
は
、
『堀
河
百
首
』

詠
出
当
時
の
歌
人
達
が
関
心
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
「絵
島
か
磯
」
「絵
島
か

崎
」
「絵
島
か
浦
」
と
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
『千
載
集
』
(蝴
・弸
・

㎜
)
や

『教
長
集
』
繖

(『私
家
集
大
成
中
古
11
』
89
)、

『山
家
集
』
鵬

(『私
家

ユ集
大
成
中
古
1
』
1
)
等
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
推
す
る
と
、

「絵
島
」
に
関
連
す
る
歌
枕
、
地
名
、
名
所
は
、
『堀
河
百
首
』
詠
出
時
期
を
契
機

に
広
く
流
布
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
「淡
路
の
瀬
戸
」
は
、
大
江
匡
房
の
歌

(2441
)
で
あ
る
。

盟
お
ほ
し
ほ
や
淡
路
の
せ
と
の
吹
わ
け
に
の
ほ
り
下
り
の
か
た
ほ
か
く
覧

こ
の
歌
の
初
句
を

「
お
ほ
し
ま
や
」
と
い
う
伝
本
が
あ
り
、
「大
島
」
を

『堀
河
百

首
初
度
百
首
抄
』
で
は

「大
島
瀬
戸
也
又
備
前
周
防
伊
豆
同
名
あ
り
」
と
し
て
い

る
。「淡
路
の
瀬
戸
」
は
、
新
奇
な
歌
枕
、
地
名
、
名
所
で
、
潮
の
干
満
の
激
し
い
と

こ
ろ
で
横
風
を
受
け
て
帆
走
す
る
状
態
か
ら
航
行

の
困
難
さ
を
詠
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
「絵
島
か
磯
」、
「淡
路
の
瀬
戸
」
は
、
「淡
路
」
に
関

連
し
た
新
た
な
歌
枕
、
地
名
、
名
所
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
新
味
を
意
図
し
た
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。

　ヨ
　

「
猪

名

野

の

沖

」
の

「
猪

名

」
に
関

し

て

は
、

田

尻

嘉

信

氏

が

既

に
詳

細

な

論

考

で
ご

指

摘

の

と

お

り

、

古

く

『
万

葉

集

』

か

ら

「
猪

名

野

」

(
跚

・
㎜

)

「
猪

名

湊

」

(
872

)

「
猪

名

山

」

(
鵬
)
が

み

え

、

「
猪

名

」
に
関

し

た

歌

枕

、

地

名

、
名

所

が

詠

2

ま

れ

て

い

る
。

勅

撰

集

で

は
、

『拾

遺

集

』

(
麟

)
に

「
猪

名

伏

原

」
が

あ

り
、

『
後

拾

遺

集

』

(㎜

)

で

は

「
猪

名

の
笹

原

」

が

あ

ら

わ

れ

て

い
る

。

『
堀

河

百

首

』

に

お

い

て
、

「
猪

名

」

に
関

連

し

た

歌

枕

、

地

名

.

名

所

と

し

て

ヨ

　

は

、

「
猪

名

伏

原

」

(
弸

・
蜘
)
、

「
猪

名

湊

」

(
鰯

)
、

「
猪

名

野

の
沖

」

(
魍
)
、

「
猪

名

端

山

」

(
4641
)

が

挙

げ

ら

れ
、

数

多

く

見

出

せ

る

。

そ

の

よ

う

に

「
猪

名

」

は

、

『
堀

河

百

首

』

詠

出

歌

人

達

に
注

目

さ

れ

多

様

さ

を

示

し

た

歌

枕

、

地

名

、

名

所

(14)



堀河百首題 「海路」 をめ ぐって

と
言
え
、
殊
に

「猪
名
野
の
沖
」
「猪
名
端
山
」
は
、
以
前

に
散
見
さ
れ
ず
、
新
た

な
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

鵬
し
な
か
と
り
ゐ
な
の
伏
原
風
さ
え
て
こ
や
の
池
み
つ
氷
し
に
け
り

(氷

・
仲

実
)

ヨ蜘
む
か
し
み
し
道
た

つ
ぬ
れ
と
な
か
り
け
り
ぬ
る
て
ま
し
り

の
ゐ
な
の
伏
原

(野

・
基
後
)

鰯
風
さ
む
み
夜
や
ふ
け
ぬ
ら
む
し
な

か
鳥

ゐ
な
の
湊

に
千
鳥

し
は
な
く

(千

鳥

・
藤
顕
仲
)

る46

し

な

か
鳥

ゐ

な

の

は

山

に

旅

寝

し

て

よ

は

の

ひ

か

た

に

め

を

さ

ま

し

つ

つ

ー

(旅

・
俊

頼

)

『
万

葉

集

』

以

来

、

「
猪

名

」

の
枕

詞

「
し

な

が

鳥

」
、と

共

に
詠

作

し

た

も

の
が

　

多

数

を

占

め

て

い

る

。

「
猪

名

野

の
沖

」

は

、

源

顕

仲

の
歌

(
44
)

に
、

　魍

お

ほ

み
舟

ゐ

な

の

〉
沖

の

や

し

ほ

ち

に

か

ら

ろ

計

そ

ま

か

ち

し

け

ぬ

く

と

あ

り

、

こ

の
歌

は

、

「
猪

名

野

の
沖

」
の
初

出

歌

で
あ

ろ

う

。

「真

梶

し

け

ぬ

く

」

　
　
　

り

は
、
田
尻
氏
の
ご
指

摘
の
よ
う
に
、
『万
葉
集
』
に
多
く
の
例
を
挙
げ
ら
れ
、
櫓
を

い
そ
が
し
く
使
う
意
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「大
御
舟
」
は
、
天
皇
な
ど　

の
お
乗
り
に
な
る
舟
の
こ
と
で
、
『万
葉
集
』
に
み
え
、
『万
葉
集
』

(m
・齪
・
17
)
ユ

以
外
に
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
歌
語

で
あ

る
。

い
ず
れ
も
万
葉
歌
を
証
と
す
る
の

は
明
ら
か
で
あ
り
、
新
た
な

「猪
名
野
の
沖
」
を
詠
み
込
ん
で
新
味
を
盛
り
込
ん

で
仕
上
げ
た
と
思
わ
れ
る
。

「大
御
舟
」
は
、
『堀
河
百
首
』
の

「海
路
」、
藤
原
顕
季
の
歌

(妬
)
に
詠
じ
ら

　　

　

れ
て
い

る
。

　44
お
ほ
み
舟
し
た
な
に
な
み
は
か
く
れ
と
も
ふ
ち
と
を
さ
し
て
島

つ
た
ひ
ゆ
く

ー
こ
の
歌
の

「藤
戸
」
は
、
岡
山
県
小
島
半
島

の
基
部
に
あ
る
地
名
で
、

『散
木
奇
歌

集
』
襴

(『私
家
集
大
成
中
古
H
』
62
)
旅
宿

の
部
に

襴
定
な
き
空

の
け
し
き
に
お
ひ
風
を
ま

つ
に
ふ
ち
と
を
か
け
て
さ
り
ぬ

と
あ
り
、
「藤
戸
」
は
、
あ
ま
り
散
見
さ
れ
な
い
歌
枕
、
地
名
、
名
所
で
あ
る
と
言

え
る
が
、
『堀
河
百
首
』
詠
出
歌
人
達

に
注
視
さ
れ
た
も
の
と
言
え
、
少

な
か
ら

ず
、
新
奇
な
歌
枕
、
地
名
、
名
所
を
意
識
し
た
詠
歌
と
捉
え
ら
れ
る
。

「伊
良
湖
崎
」
は
、
『万
葉
集
』
に
お
い
て
、
詠
じ
た
歌
は
な
い
が
、
「伊
良
虞
島
」

は
、
三
首

(23
・
24

・
42
)
見
ら
れ
る
。
勅
撰
集
に
は
詠
ま
れ
ず
、
『万
葉
集
』
以

外
、
「伊
良
湖
」
の
関
連
し
た
も
の
は
、
あ
ま
り
散
見
さ
れ
な
い
歌
枕
、
地
名
、
名

所
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

23
打
ち
麻
を
麻
続
王
海
人
な
れ
や
伊
良
虞
島

の
玉
藻
刈
り
ま
す

24
う
つ
せ
み
の
命
を
惜
し
み
波

に
濡
れ
伊
良
虞
島
の
玉
藻
刈
り
食
む

42
潮
騒
に
伊
良
虞
島
の
島
辺
漕
ぐ
舟
に
妹
乗
る
ら
む
か
荒
き
島
廻
を

だ
が
、
「伊
良
湖
崎
」
、
「伊
良
湖
島
」
は
、
『堀
河
百
首
』
や

『堀
河
百
首
』
詠

出
歌
人

の
私
家
集
に
は
散
見
さ
れ
る
。
「伊
良
湖
崎
」
は

『堀
河
百
首
』
お
い
て
二

首

(
1

90

30

・
44

1

1
)
み
え
る
。
藤
原
顕
季

の
歌

(㎜
)
は
、
「松
」

の
歌
題

で
、
同
歌

ユ

は
、
『顕
季
集
』

(魏
)
、
『千
載
集
』

(40
)
『続
詞
花
集
』
(糊
)
に
入
集
し
て
い

ー

ヨ

る
。
も
う

一
首
は
、
源
国
信
の

「海
路
」
の
歌

(44
)
で
あ
る
。

　

ユ㎜
玉
も
か
る
い
ら
こ
か
崎
の
い
は
ね
松
い
く
世
ま
て
に
か
年

の
へ
ぬ
ら
ん

ヨ44
波
の
お
る
い
ら
こ
か
崎
を
出
る
舟

は
早
こ
き
わ
た
せ
し
ま
き
も
そ
す
る

ー
こ
の
二
首

い
ず
れ
も
、
『万
葉
集
』
の
詠
歌
を
少
な
か
ら
ず
意
識
し
た
詠
作
と
言
え

る
。
㎜
は
、
『万
葉
集
』
23
・24
の

「玉
藻
刈
る
」
が
詠
み
入
れ
ら
れ
、
鰡
は
、
『万

葉
集
』
42
を
発
想
の
典
拠
と
し
た
と
推
察
さ
れ
、
『江
師
集
』
50

(『私
家
集
大
成

中
古
H
』

51
)
に

50
あ
ま
の
が
る
い
ら
こ
か
さ
き
の
な
の
り
そ
の
な
の
り
も
は
て
ぬ
ほ
と
と
ぎ
す

か
な

と
あ
り
、
「伊
良
湖
崎
」
は
、

『堀
河
百
首
』
詠
出
当
時
に
詠
出
さ
れ
て
い
た
歌
枕
、

地
名
、
名
所
と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

『万
葉
集
』
以
来
、
散
見
さ
れ
な
い
「伊
良

湖
島
」
は
、
『基
俊
集
』
m

(『私
家
集
大
成
中
古
H
』
68
)
に

m
白
波
の
い
ら
こ
か
島

の
忘
れ
か
ひ
人
忘
る
と
も
我
わ
す
れ
め
や

(15)
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と
あ
る
。

ま
た
、
源
顕
仲
と
親
交
が
ラ
か
が
え
る

『忠
盛
集
』
鵬

(
『私
家
集
大
成
中
古
H
』

75
)

に
鵬
な
み
よ
す
る
い
ら
こ
か
さ
き
の
松
風

を
た
れ
も
し
は
し
ま
く
ら
に
そ
す
る

と
あ
り
、
『山
家
集
』
繝
、

謝

(『私
家
集
大
成
中
世
1
』
1
)
、
『寂
身
集
』
姐

(『私

ユ

ユ

家
集
大
成
中
世
1
』
36
)、
『玉
吟
集
』
嬲

(『私
家
集
大
成
中
世
1
』
49
)
に
見
え

る
。こ
の
よ
う
に
、
「伊
良
湖
崎
」
「伊
良
湖
島
し
は
、
『堀
河
百
首
』
の
詠
出
歌
人
達

に
注
視
さ
れ
た
歌
枕
、
地
名
、
名
所
で
あ
り
、
そ
の
頃
を
機
縁
と
し
て
、
そ
の
後

に
流
布
し
た
も
の
と
推
察
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

「大
島
し
は
、
『堀
河
百
首
』
成
立
以
前

の
勅
撰
集
に
見
出
さ
れ
る
歌
枕
、
地
名
、

名
所
で
、
『後
撰
集
』
に
二
首

(鶸
・
謝
)
見
ら
れ
、
こ
の
二
首
い
ず
れ
も
恋
の
部

立
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の

一
首

(928
)
は

『古
今
和
歌
六
帖
』

(㎜
)

雑
思
、
「
む
か
し
あ
る
人
」
に
分
類
さ
れ
、
『古
今
和
歌
六
帖
』
恋
の
分
類
に
は
「大

島
」
が
詠
ま
れ
た
歌
は
散
見
し
た
と
こ
ろ
に
拠
る
と
こ
の

一
首
の
み
で
あ
る
。

嬲
人
し
れ
ず
思
ふ
心
は
お
ほ
し
ま
の
な
る
と
は
な
し
に
な
げ
く
こ
ろ
か
な

跏
お
ほ
し
ま
に
水
を
は
こ
び
し
は
や
船

の
は
や
く
も
人
に
あ
ひ
み
て
し
が
な

ま
た
、
私
家
集
を
み
て
み
る
と
、
「大
島
」
は

『後
撰
集
』
と
同
様
に
や
は
り
恋

の
歌
が
数
多
く
散
見
さ
れ
る
。
殊
に
、

「大
島
鳴
門
」
や

「大
島
の
門
」
「大
島

の

　

瀬
戸
」
な
ど
と
詠
ま
れ
、
「大
島
鳴
門
」
は
、
『万
葉
集
』

(鰯
)
の
詞
書
に
見
出
さ

れ
る
。
そ
れ
ら
は
、

い
ず
れ
も
「多
し
」
に
懸
け
、
「鳴
門
」
「門
」
「瀬
戸
」
に
「戸
」

を
懸
け
る
と
い
う
技
巧
的
な
修
辞
に
拠

っ
た
作
法
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
例
え

ぼ
、
『
一
条
摂
政
御
集
』

(『私
家
集
大
成
中
古

1
』
87
)
で
は
、

を
ん
な
の
、
と
を
お
し
た
て
〉
い
り
に
け
れ
は
、
あ
し
た
に

m
さ
な
か
ら
も
つ
ら
き
心
は
大
島
の
な
る
と
を
た
て
し
ほ
と
の
わ
ひ
し
さ

か

へ
し

皿
大
島
や
な
る
と
さ
す
と
も
お
も
ほ
え
す
波

こ
そ
よ
り
て
た

つ
と
き
〉
し
か

と
あ
り

『恵
慶
集
』
嬲

(『私
家
集
大
成
中
古
1
』
脳
)
の
百
首
歌
の
恋

の
部
立
に

嬲
お
ほ
し
ま
や
せ
と
の
し
ほ
あ
ひ
を
行
舟

の
か
ち
と
り

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

「大
島
」
は
、
技
巧
的
な
修
辞

に
拠
り
、
恋
情
を
絡
ま
せ

た
作
品
が
か
な
り
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
『恵
慶
集
』
65
に

お
ほ
し
ま
の
な
る
と

〉
い
ふ
と
こ
ろ
に
、
し
ほ
み
ち
て
と
ま
り
て
、
し
ほ

の
ひ
る
ま

つ
と
て

65
都
に
と
い
そ
く
か
ひ
な
く
大
島

の
な
た
の
か
け
ち
は
し
ほ
み
ち
に
け
り

と
あ
り
、
「大
島
」が
、
潮
の
干
満
に
は
、
潮
が
激
し
く
流
れ
、
航
行
の
難
所

で
あ

る
鳴
門
の
有
様
を
詠
じ
て
い
る
。
「大
島
」
の
航
行

の
困
難
さ
を
詠
じ
た
も
の
と
し

て

『大
弐
高
遠
集
』
泌

(『私
家
集
大
成
中
古
1
』
瑚
)
に

お
ほ
し
ま
の
と
わ
た
る
と
て

脳
大
島
や
と
は
た
る
舟
の
か
ち
ま
く
ら
お
つ
る
し

つ
く
に
ぬ
ら

つ
〉
そ
ゆ
く

と
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
作
例
は
限
ら
れ
て
い
る
。ヨ

『堀
河
百
首
』
に
お
い
て
は
、
隆
源
の
歌

(
囑
)
の

一
首
の
み
で
あ
る
。

娚
終
夜
お
ほ
島
あ
ら
し
お
ろ
す
也
た
か
さ
ご
舟
は
今
そ
出

へ
き

ユ
「大
島
」
は
、
『八
雲
御
抄
』
や

『五
代
集
歌
枕
』
に
は
、
備
前
国
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
「大
島
の
鳴
門
」
は
、
『万
葉
集
』
に
見
え
、
周
防
国
に
あ
り
、
未
詳
で
あ

る
。
「た
か
さ
ご
舟
」
は
、
播
麿
国
の
舟

の
こ
と
で
、
証
例
が
少
な
く
、
新
奇
な
歌

語
に
拠

っ
て
新
味
を
盛
り
込
ん
だ
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
「大
島
」
は
、
『万
葉
集
』
以
来
、
継
承
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な

歌
枕
、
地
名
、
名
所
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

「由
良
の
門
」
は
、
『堀
河
百
首
』
成
立
以
前

の
勅
撰
集
、
歌
合
に
主
題
や
歌
題

と
し
て
見
出
せ
な
い
が
、
「由
良
」
と
い
う
の
は
、
『万
葉
集
』
に
お
い
て
見
出
せ

る
。

㎜
に
は
、
「紀
伊
の
国
湯
羅
の
岬
」
と
あ
り
、
㎜
・
㎜
・
跖
の
三
首

に

「由
良

ユ

の
崎
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
だ
が
、
『万
葉
集
』
に
は

「由
良
の
門
」
は
、
詠
ま
れ

(16)
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て
い
な
い
。

「由
良
の
門
」
は
、
『曽
根
好
忠
集
』

(『私
家
集
大
成
中
古
1
』
鵬
)
に
は
、

姻
ゆ
ら
の
と
を
わ
た
る
ふ
な
人
か
ち
を
た
え
行
ゑ
も
し
ら
ぬ
こ
ひ
の
み
ち
か
な

と
あ
り
、
百
首
歌
の
恋
十
に
載
せ
ら
れ
、
「由
良

の
門
」
の
初
出
歌
と
言
え
る
。
「由

良

の
門
」
は
、
『五
代
集
歌
枕
』
『
八
雲
御
抄
』
に
は
、
紀
伊
の
国
の
歌
枕
と
記
さ

れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の

「由
良
の
門

」
は
、
丹
後

の
由
良
と
す
る
説
が
か
な
り

強

い
。
ま
た
、
「由
良
の
門
」
は
、
『堀
河
百
首

』
詠
出
歌
人
の
私
家
集
で
あ
る
、
『散
木

奇
歌
集
』

捌

(『私
家
集
大
成
中
古
H
』

62
)
や

『基
俊
集
』
63

(
『私
家
集
大
成

　

中
古
11
』
68
)
に
各
々

一
首
ず

つ
見
出

さ
れ
る
。

絣
風
を
い
た
み
ゆ
ら
の
と
わ
た
る
柴
舟
の
し
は
し
こ
か
れ
て
よ
を
す
ご
さ
は
や

　63
な
ぞ
も
か
く
ゆ
ら
の
と
渡
る
あ
ま
舟
の
か
ち
と
る
ま
な
く
物
を
思
ふ
は

こ
の
二
首
、
い
ず
れ
も
前
掲
の
好
忠
の
歌
を
少
な
か
ら
ず
意
識
し
の
作
意

の
歌
で

あ
り
、
述
懐
歌
に
仕
上
げ
て
い
る
。
ま

た
、
『散
木
奇
歌
集
』
恋
下
に
、
「
ゆ
く
ゑ

も
し
ら
ぬ
恋
も
す
る
哉
」
と
い
う
、
好
忠
の
歌
の
下
句
を
詠
じ
た
歌
が
書
き
あ

つ

め
ら
れ
て
い
る
。
(
4

Qσ

22
～

23
)
そ
の
十
首

の
う
ち
、
跚
の
歌

に
お
い
て
、

ユ

　　

ユ

繖
よ
さ
の
浦

に
島
か
く
れ
行

つ
り
舟

の
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
ぬ
恋
も
す
る
哉

　
と
あ
り
、
俊
頼
は
好
忠
の
歌
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
す

る
と
、
「与
謝
の
浦
」
は
、
丹
後
国
の
与

謝
の
浦
と
捉
え
ら
れ
、
少
な
く
と
も
、
俊

頼
は

「由
良

の
門
」
を
丹
後
国
と
見
て

い
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
だ
ろ
う
。

『堀
河
百
首
』
に
お
い
て
、
「由
良

の
門
」
は
藤
原
顕
仲
の
歌

(跏
)
で

卿
か
け
さ
か
り
ゆ
ら
の
と
渡
る
柴
舟

の
こ
き
く
れ
た
る
歎
き
を
そ
す
る

ユ
と
あ
り
、
や
は
り
述
懐
歌
に
仕
立
て
上
げ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
、
前
掲

の

『散
木

胼
の
二
、
三
句

の

一
致
が
見
ら
れ
、
何
ら
か
の
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ

奇
歌
集
』
秘
)

る
で
あ
ろ

う
。
殊

に
、
「柴
舟
」
は
、
以
前
に
歌
語
と
し
て
あ
ま
り
例
が
み
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
「海
路
」
の
歌
題

に
お
い
て
、
俊
頼
の
歌

(
8441
)
や

『散
木
奇
歌
集
』

鰤

・
繝
に
み
え
、

鏘
に
は

「
し
は
を
ふ
ね
」
を
見
出
せ
る
。

1

ーユ

ー

　38
し
は
を
ふ
ね
ま
ほ
に
か
き
な
せ
ゆ
ふ
し
て
〉
に
し
の
宮
人
か
さ
ま
つ
り
し

つ

ユ
こ
の
よ
う
に
、
「柴
舟
」
は
、
俊
頼
詠
歌
に
多
く
の
例
を
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

俊
頼
特
有
な
歌
語
と
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「由
良
の
門
」
は
、
初
出
の
好
忠

の
歌
の
影
響
を
踏
え
な
が

ら
、
『堀
河
百
首
』
詠
出
歌
人
達

に
詠
ま
れ
た
歌
枕
、
地
名
、
名
所
と
受
け
取
る
こ

と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
「海
路
」
に
詠
ま
れ
た
歌
枕
、
地
名
、
名
所
を
み
て
み
る
と
、

『万
葉
集
』
に
典
拠
を
求
め
た
だ
ろ
う
も
の
と
し
て
は
、
「武
庫
の
浦
」
「奈
呉
の

浦
」
「も
と
め
塚
」
が
挙
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
「も
と
め
塚
」
は
、
源
俊
頼

の
独

自
な
歌
枕
、
地
名
、
名
所
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『堀
河
百
首
』
に
お
い

て
、
新
た
に
歌
枕
、
地
名
、
名
所
と
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
「淡
路

の
瀬
戸
」
「絵

島
が
磯
」
「猪
名
野
の
沖
」
「伊
良
湖
崎
」
「由
良
の
門
」
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
新
し

い
歌
枕
、
地
名
、
名
所
で
あ
る
が
、
各
々
そ
れ
ら
に
関
連
し
た
歌
枕
、
地
名
、
名

所
が

『万
葉
集
』
に
見
出
さ
れ
る
。

し
か
も
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の

「淡
路
の
瀬
戸
」
以
外
は
、
『堀
河
百
首
』
詠
出
歌

人
達

に
拠

っ
て
注
目
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『堀
河
百
首
』
詠
出
当
時
を
機

縁

に
広
く
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
は

「絵
島
か
磯
」

や

「伊
良
湖
崎
」
の
ニ
ケ
所
で
あ
る
。

「海
路
」
に
見
え
る
歌
枕
、
地
名
、
名
所
の
う
ち
、
「天
の
橋
立
」
「大
島
」
が
比

較
的
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
他
の
多
く
は
、
『万
葉
集
』
に
出
典
を
求

め
ら
れ
る
歌
枕
、
地
名
、
名
所
や
新
た
な
も

の
で
あ
り
、
し
か
も
、
『堀
河
百
首
』

詠
出
歌
人
達

に
拠

っ
て
注
視
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
少
な
か
ら
ず
、

「海
路
」
に
お
け
る
歌
枕
、
地
名
、
名
所
の
特
徴
の

一
つ
と
し
て
指
摘
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、

『堀
河
百
首
』
詠
出
歌
人
達
が
、

『万
葉
集
』
に
典
拠
を
求
め
た

も
の
や
新
た
な
歌
枕
、
地
名
、
名
所
を
詠
み
込
む
と
い
う
工
夫
は
、
す
く
な
く
と

(17)
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も

「海
路
」
と
い
う
新
し
い
歌
題
で
あ

る
と
い
う
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
く
、
積

極
的
に
歌
題
を
詠
も
う
と
す
る

一
つ
の
傾
向
で
あ
り
、
詠
歌
世
界
の
拡
大
を
も
意

図
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

〈注
〉

(1
)
拙
稿

「堀
河
百
首
雑

の
歌
題
覚

え
書
」

(「文
芸
論
叢
」
第
17
号

昭

56

・

3
)

(2
)
田
尻
嘉
信
氏

「堀
河
百
首
名
所
考
」
(「跡
見
学
園
短
期
大
学
紀
要
」
第
13

集

昭
52

・
3
)

(3
)
田
尻
嘉
信
氏

「
元
永
六
年
十
月

二
日

『内
大
臣
家
歌
合
』
の
名
所
詠
」

(「跡

見
学
園
国
語
科
紀
要
」
第

34
号

昭
61

・
4
)

(4
)
注
3
に
同
じ

(5
)
藤
原
顕
季

の
歌
に
異
伝
歌
が
見
出
せ
る
。

　幽
い
か
は
か
り
浪
路
越
分
て
過

ぬ
ら
ん
都
の
か
た
の
雲
が
く
れ
ゆ
く

橋
本
不
美
男
、
滝
沢
貞
夫
著

『
校
本
堀
河
院
御
時
百
首
和
歌

本
文
、
研

究
篇
』

(笠
間
書
院

昭
51

・
3
)

(6
)
竹
下
豊
氏

「『堀
河
百
首
』
と
詠
出
歌
人
の
別
詠
-
堀
河
百
首
研
究

(二
)

1
」
(「女
子
大
文
学

国
文
編
」
第
三
十
七
号

昭
61

・
3
)

引
用
し
た

『万
葉
集
』
、
『古
今

六
帖
和
歌
』
は
、
『新
編
国
歌
大
観
』

(歌

番
号
も
同
本
に
拠
る
)
に
拠

っ
た
。
た
だ
し
、
表
記

に
つ
い
て
は
改
め
た

と
こ
ろ
が
あ
る
。

(18)


